
 2022年度 シラバス 日本工学院専門学校

対象 ２年次 開講期 前期 区分 選択 種別 実習 時間数 60 単位 2

担当教員
実務
経験

有 職種

回数

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回 ドラマ　１　トータル実習。ドラマ全体の演技　評価

成績評価方法

2022年度　日本工学院専門学校

声優・演劇科

シナリオⅠ

渡会一仁・古山あゆみ ラジオディレクター・ナレーター

授業概要

この科目を受講する学生は、音声表現のみでの演技をすることを目的とし、台本の読解、台本に書かれている場面の想像力を、音声のみを使って表現
することを習得するものである。台本に書かれている内容を解読し、そのシュチュエーションを想像し、動作、距離、感情を声のみで表現しながら、
他の人との掛け合いの「間」に重点をおいて芝居を展開する。その後に各グループに分かれスタジオでの収録をし、１本のドラマを作り上げていくこ
とを目指す。

到達目標

ラジオドラマ及び朗読劇での表現を身に着け、声だけの表現で動き及び感情を表現できるようにできることを目標としている。

授業方法

学生全員が自分の姿が見られるよう、鏡を並べ、講師は先頭で踊りながら教えていく。

担当教員紹介

授業計画

ドラマ　１　台本読み。台本の内容、ストーリーの理解　キャスティング

ドラマ　１　台本読み合わせ。配役決定後、それぞれのシチュエーション及び状況の理解

ドラマ　１　演技実習。各シーンでの登場人物の距離感の把握

ドラマ　１　演技実習。各シーンでの登場人物の感情表現の確立

総合演技　50%　収録時の演技を評価する。
理解力　　30%　授業内での理解度の進歩を評価する
平常点　　20%　積極的な授業参加度、授業態度によって評価する。

履修上の注意

この授業では台本に書かれている文字を映像化して頭の中に浮かび上がらせることが大切であり、台詞の「間」を表現方法として会得しなければなら
ない。台本を読む事だけに集中することなく、会話のテンポ、それぞれのｼｭチュエーションを現実として理解し、動きを「間」として理解しなければ
ならない。

教科書教材

その都度、授業にて資料配布を行う



 2022年度 シラバス 日本工学院専門学校

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

ドラマ　３　収録。ドラマ全編の収録　視聴　個々の演技の確認

2022年度　日本工学院専門学校

声優・演劇科

シナリオⅠ

ドラマ　２　台本読み合わせ。各シーンごとの演技指導　人と人との距離感　感情の「間」の理解

ドラマ　２　演技実習。全体を通しての心理描写　

ドラマ　２　演技実習。音声のみの動き感情の技術の把握

ドラマ　２　収録。ドラマ全編の収録　視聴　個々の演技の確認

ドラマ　３　台本読み。２人芝居の台本での実習　台本の読解　登場人物の性格把握　キャスティング

ドラマ　３　台本読み合わせ。会話での演技の把握　理解

ドラマ　３　演技実習。各シーンごとの演技指導　距離感　

ドラマ　３　演技実習。各シーンごとの演技指導　「間」の理解

ドラマ　２　台本読み。起承転結のシーンの理解、登場人物の性格把握　配役　ストーリー把握　キャスティング

ドラマ　４　台本読み。現実世界に無い状況がかかれている台本の内容理解　キャスティング

ドラマ　４　台本読み合わせ。ドラマの世界観の表現方法　聞き側への雰囲気作り　登場人物の性格把握

ドラマ　４　演技実習。ドラマの世界観の解読　物語が持つ雰囲気の表現方法の習得

ドラマ　４　演技実習。物語が持つ雰囲気の表現方法の習得

ドラマ　４　収録。ドラマ全編の収録　視聴　個々の演技の確認


